


























































































協議会に勤め始めてから、2002 年 4 月に職員になって、もう早いものでも
う5年以上経っているということで。かなり時間が経っているわけなんです。
　で、この 5 年間っていうのはアフリカというところ、そして HIV ／
AIDS、保健分野というようなものを軸にしながら、各種の活動をしてきた




6 分の 1 しか行っていないというのがあります。しかも、英語圏中心で、仏
語圏の国っていうのはつい最近まで仏語圏であったルワンダに 1 回行っただ
けということですかね。そういう感じでアフリカというところと保健、もう







とくに保健分野に関して HIV ／ AIDS やマラリアとかですね、そういった
ことに関して、あと、ポリシーとかアドボカシーの面で、日本の 40 団体く
らいある、国際保健協力の NGO のネットワーキング、そういったことをし







　あと HIV ／ AIDS にかかわるグローバルなアドボカシーの面で、G8 や、
アフリカのポリシーの、アフリカの HIV ／ AIDS 問題あるいは、アジア、






























































　あと、HIV ／ AIDS の文脈で 94 年に横浜エイズ会議というのがありまし
て、で、この横浜エイズ会議以降 HIV ／ AIDS のことをしっかりやらなきゃ
いけないという状況になったわけです。あともう一つはやはりそのアカー
の中でもその HIV 感染者の会員が何人かおりまして、そしてどういうふう
に HIV ／ AIDS の問題を考えていくのか、という、これはもう 90 年代入っ
てすぐにその課題が出てきたわけですし、また、そのアカーの創立 80 年代
の中盤以降の、エイズ予防法の問題とかですね、そういった流れの中では



























































んていうものは 1 年に 1 人しか承認されないんで、実際、当時はそうだった
のですが、あなたは止めた方がいい、と言われて難民申請を結局しなかった。
































































































































（稲場）彼 72 年か 3 年に入って 78 年か 9 年に出てる。
（立岩）じゃもっと上か、まいいや。
（稲場）わかんないですけど★
★斉藤龍一郎の生年は 1955 年、立岩は 1960 年、稲場は 1969 年。
（立岩）ちょうどこう行き違い、入れ違いみたいにはなっていて。
（稲場）うん、そうですね。

















































































































































































































































































































ぐ高所得国になる。そういう意味でその 27 位、調整していない GNI で 27

















































































































































































































































































































































































































































ンビアは医師が 3000 人しかいなくて、看護師はキューバの半分の 3 万人し
かいない。その結果としてザンビアの医療状況は、HIV ／ AIDS の問題も
あるからですが、非常に厳しい状況になっています。ザンビアがキューバと
同様の平均寿命や乳児死亡率を達成するために、キューバに伍する形の医師
































































































　今回、ハイリゲンダム G8 サミットに向けた最初のデモっていうのが 6 月










































































　一方でたとえば 2015 年までに MDG ミレニアム開発目標において、乳児
死亡率というものをどういうふうにしていくのか、あるいは妊産婦の健康と
いうものをどう改善していくのか、ヘルスサービスをどう確保していくのか、








つある。つまり、同じ 50 をとるためにどうするかっていったときに、50 要
求しても 50 取れないんですね。50 要求すると 10 くらいしかとれないわけ




























































































































































































































































































と、たとえば HIV ／ AIDS の問題、いろいろ貧困の問題、病気の問題、教
育の問題、そういったものを解決するっていうことが必要なのと同時に、ア
フリカっていうものをいかに統合していくのか。



































































































































































してそんなでかくはないわけですよ。たとえば HIV ／ AIDS に、HIV ／
AIDS を…たとえば 2010 年までに予防ケア、治療の包括的なユニバーサル
アクセスというものを実現するために必要な経費を UN エイズが見積もっ
ていて、それは 2008 年において 221 億ドルであるといってるわけですから、
















































































































































★。その当時は今すぐ HIV 治療を必要とする人は 600 万人いると。ところ






エイズ、あと WHO がターゲット設定の役割を果たす。つまり 2002 年から
3 年においてターゲットとして設定されたのは 2005 年末までに 600 万人の
うち 300 万人の治療を実現するんだというターゲットだったわけです。














　この 3 つというものがそれぞれ相乗効果をもってですね、2005 年末まで
























































































































































★立岩真也　2007/08/03　「削減 ?・分権 ?」,『京都新聞』2007-8-3 夕刊：2


























































り、5 人のうち 2 人は死んで 1 人は亡命、少なくともこの 3 人はもう運動か
ら脱落してるわけですね。物理的に 2 人は脱落しているわけ。でこの 2 人は






































































カの HIV ／ AIDS 運動の中で非常に高い存在に位置づけ直したというのが
あります。だからそういう点で南アフリカ共和国のトリートメントアクショ


























































































































































★『現代思想』2007 年 9 月号　特集：社会の貧困／貧困の社会
